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今
年
度
か
ら
７
会
計
に

　

ま
ち
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計

と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
ご

と
に
運
営
す
る
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
は
、
４

２０

月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
を
加
え

た
７
会
計
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
は
、
加
入
者
に
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
３
億
９
８
４
２
万
円
、

老
人
保
健
特
別
会
計
は
７
１
３
５

万
円
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
長
寿
医
療
制
度
）
に
移
行
し
た

た
め
、
昨
年
度
当
初
よ
り
７
億
７

８
７
１
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
へ
の
給

付
な
ど
を
行
う
介
護
保
険
特
別
会

計
が
５
億
８
４
２
０
万
円
、
新
し

く
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
は
６
２
４
５
万
円
で

す
。

　

さ
ら
に
、
簡
易
水
道
特
別
会
計

で
は
１
億
６
９
５
万
円
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
が
１
億
４
１

５
１
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
が
７
０
７
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
か
ら
多
く
の
繰
出
金

　

ま
ち
の
特
別
会
計
に
は
、
そ
の

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
お
金
を
繰
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
繰
出
金
は
、
水
道
・
下
水

道
施
設
な
ど
の
整
備
の
た
め
の
借

金
返
済
や
、
医
療
費
な
ど
の
給
付

額
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
々

こ
の
繰
出
金
の
額
は
増
加
し
て
お

り
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
一
つ

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
こ
の
繰
出
金
を
少

な
く
す
る
た
め
、
医
療
費
を
抑
え

る
た
め
の
健
康
づ
く
り
や
、
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
へ
の
加

入
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特別会計の予算額比較表
（単位：千円）

対前年度比
（㌫）

比較増減
前年度

当初予算額
本年度

当初予算額
会計名

△７.３６△３１,６４４４３０,０６４３９８,４２０国民健康保険

△９１.６１△７７８,７０６８５０,０５６７１,３５０老人保健

６.４４３５,３６４５４８,８３４５８４,１９８介護保険

－６２,４４９－６２,４４９
後期高齢者
医療保険

△３３.２９△５３,３７０１６０,３２２１０６,９５２簡易水道

△１.８５△２,６６３１４４,１７１１４１.５０８
公共下水道

事業

５.０３３,３８５６７,３４０７０,７２５
農業集落排水

事業

△３４.７７△７６５,１８５２,２００,７８７１,４３５,６０２合計

特
別
会
計
予
算

実
質
公
債
費
比
率
は

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
7
位

　　

赤
字
額
の
推
移
を
見
る
と
、
平

成　

年
度
が
約
２
６
０
０
万
円
の

１８
赤
字
決
算
と
な
り
、
平
成　

年
度

１９

で
は
３
月
現
在
で
４
５
０
万
円
の

赤
字
見
込
み
、
平
成　

年
度
は
約

２０

３
３
１
０
万
円
の
赤
字
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
度

１７

の
住
民
説
明
会
で
お
示
し
し
た
財

政
推
計
の
赤
字
額
を
大
き
く
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歳
出
で
は
３
年
間
で

　

人
と
い
う
多
く
の
職
員
の
早
期

１６退
職
が
あ
っ
た
こ
と
、
職
員
の
給

与
カ
ッ
ト
及
び
議
会
議
員
・
教
育

委
員
・
農
業
委
員
報
酬
カ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
に
努
め

た
ほ
か
、
公
共
事
業
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
を
見
直
し
経
費
の

削
減
に
努
め
た
結
果
で
す
。

　

ま
た
、
歳
入
で
は
、
固
定
資
産

税
率
を
１
・
６
㌫
に
引
き
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
を
は
じ
め
、

下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
、
さ
ら

に
昨
年
７
月
か
ら
は
ゴ
ミ
袋
代
金

の
引
き
上
げ
な
ど
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
結
果
で
す
。

　

し
か
し
、
新
し
く
国
が
財
政
状

況
を
判
断
す
る
た
め
決
め
ら
れ
た

４
つ
の
財
政
指
標
の
う
ち
、
実
質

公
債
費
比
率
（
ま
ち
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
借
金
返
済
額
な
ど
の

合
計
額
が
、
歳
入
の
う
ち
国
で
決

め
ら
れ
た
科
目
の
合
計
に
占
め
る

割
合
）
が
平
成　

年
度
決
算
の
３

１８

か
年
平
均
が　

・
２

㌫

で
全
国

３０

ワ
ー
ス
ト
7
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

㌫
を
超
え
れ
ば
財
政
再
生
団
体

３５と
な
り
、
北
海
道
の
夕
張
市
同
様
、

国
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
今
後　

㌫
３５

を
超
え
る
こ
と
は
な
い
見
込
み
で

す
が
、
こ
の
率
が
高
い
主
な
理
由

と
し
て
は
、
以
前
に
事
業
を
行
っ

た
公
債
費
の
償
還
額
が
多
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

率
を
引
き
下
げ
る
に
は
、
繰
上

げ
償
還
を
し
た
り
、
毎
年
返
す
償

還
金
の
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が

必
要
で
、　

年
度
は
鳥
取
県
西
部

１９

地
震
の
際
に
借
り
入
れ
た
県
貸
付

金
を
延
伸
し
て
い
た
だ
き
、　

年
１９

度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
下
が
る

見
込
み
で
す
が
、
３
か
年
平
均
は

　

・
２
㌫
よ
り
高
く
な
る
見
込
み

３０で
す
。

　

し
か
し
、
繰
上
げ
償
還
を
す
る

に
は
財
源
が
必
要
で
す
が
、
基
金

も
少
な
く
、
日
野
町
で
は
そ
れ
も

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
会
が
空
転
し
、
平
成

　

年
度
の
交
付
税
で
地
域
再
生
対

２０策
費
約
６
０
０
０
万
円
が
交
付
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
も
ま

だ
不
透
明
な
状
況
で
、
ま
ち
の
財

政
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
、
今
が
日
野
町
に
と
っ
て
も
正

念
場
の
と
き
で
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



7 広報ひの

担当課予算額（千円）事業名

総務企画課

１３８,０００
▼広域行政

１８,７４３▼過疎バス対策

１１,３４３▼非常備消防

６１８
▼救命措置

健康福祉課

９,６７５
▼特定健診・特定保健指導

２,１５０
▼母子保健

７６,８２５
▼長寿医療制度

１００▼出生祝い

産業振興課

９１,１７０▼三町衛生施設組合負担金

１３,６７８▼合併処理浄化槽設置補助金

４４,１５６▼中山間地域等直接支払

１５,９２８
▼県営奥日野広域農道整備負担金

１４,２２７▼森林整備地域活動支援事業交付金

２１,５６７▼大規模林道日野金城線負担金

４６,０５９▼中小企業小口融資貸付事業

１１,８３９▼除雪

教育委員会

１,８００
▼根雨小学校体育館耐震診断

５００▼町民ミュージカル補助金

平成２０年度一般会計当初予算　まちの主な事業


